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密植栽培試験（1）では良い成績をあげているので，こ

の品種の栽培にあたっては密植すべきであろう。

引　用　文　献

1）昭和41年鑑福島県畜産試験場試験成績年報

サイ　レージの開封時期と品質の変化

′」、野寺幸雄・木下善之も花成昭吾

（東北農試）

1　ま　え　が　き

わが国では乾草調製時期に降水産が多いという宿命

的な自然条件下にあるので，乾草調製が幽蟻であるば

かりでなく，収偉した乾草も低品質のものが多い。

このため，気候に支配されることが少なく，かつ，

家畜の省力管理，あるいは，年間の粗飼料給与の均衡

などより，多頭化が進むほどサイレージによる通年飼

尭体系に慮い用心がもたれ，一部においてはすでに実

施されつつある。

しかし，サイレージによる通年飼養については，長

期単一給与量，サイレージの品質，とくに夏期利用時

における品質の悪変など，なお多くの問題が残されて

いる。

本試験はサイレージによる通年飼養体系，とくにサ

イレージの開封利用時期別に品質の悪変が少ない適正

な利用日数をは捏するため，スタックサイロを用いて

サイレージの開封利用時期と品質変化の関係について

調査したもので，その結果を報告する。

第1蓑　開封時期とサイレージの品質の変化

2　試　験　方　法

1　サイロ型式：スタックサイロ

2　開封利用期間：4月15日～5月15日（29日

周），7月21日～8月211（15日間），11月18

日～12月24日（50日間），12月24日～4月

19日（117日間）の4地理

5　取出し幅と量：25～40叫　250～470KP

（1日1回）

4　材料および貯蔵量：オーチャードグラス，1～

5番草，高水分1処理5．000－54，ODOKクをフォー

レージハーベスターで刈取貯蔵

5　品質調査：pHはガラス電極pH・メーター，有機

頑はフリーク民法，評点，評価は畜試（42年8月）

のサイレージ試験実施要領によった。

る　試験結果と考察

1開封時期と品質の変化

開封時期とサイレージの品質の変化を調査した結果

開 封　 月　 日
品 貨 調 査

月　 日

開 封 後

の 日数

p 訂 有　 機　 威 （痴）

評 点 評 価

利　 用　 率 （喀）

乳　 酸 酢　 酸 酪　 酸 対 貯 蔵 量 対 製 品 盈

4 月 1 5 日

4 月 1 8 日 2 日 4．0 1．8 1 0．4 7 0．1 5 7 8 良

8 1．4 9 （5．8

5 月1 0 日 2 8 日 4．5 1．1 1 0．4 9 0．5 2 5 5 可

7 月2 1 日

7 月2 1 日 1 日 4．0 t d d D．5 6 0 8 8 倭

8 管9 9 7 57 月 2 8 日 8 日 4．5 1，1 2 0．7 5 0 8 0 良

8 月　 2 日 1 5 日 4．5 1．0 7 0．d 4 0．1 2 占0 可

1 1月 1 d 日
1 1 月1 6 日 1 日 4．1 1．7 5 0．4 5 0．0 5 9 0 優

8 1．9 9 8．1

1 2 月 1 4 日 5 0 日 4．2 1．5 9 0．5 9 0．1 2 7 5 良

1 2 月 2 4 日

1 2 月2 5 日 2 日 4．0 1．4 8 0．4 8 0 8 8 優

8 5．5 9 0．92 月 1 0 日 4 9 日 4．1 1．5 5 0．d 5 0．1 2 7 0 良

4 月 1 5 日 1 1 1 日 4．5 ■1．2 1 0．7 5 0．2 4 5 5 可

注．利用率は貯蔵量および製品量に対する利用量の割合

＊現北海道農試
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は第1表のとおりであって，4月15日開封利用した

ものは，開封後26日目でpKがD・5高まり，酪酸の

発生も多くみられ，評点にして開封時78点のものが

55点と25点の低下であった。

7月21日開封のものは，8日日には酪酸の発生は

まだみられなかったが，p！iが高まり評点にして8点

の低下，15日巨には覇酸の発生がみられ開封時より

28点も低下し窓変が政も早かった。とくに開封8日

目以後の悪変が早い傾向にあった。

11月16日の開封では，開封後50日経過したと

きで17点の低下で，前2者に比べ悪変の速度がおそ

かった。

12月24日開封は，49日目で18点の低下，111日

目で55点の低下にすぎず．悪変の速度がきわめてお

そく4月中旬まで利用できた。

以上4月開封のものは28日間で25点の低下，7

月開封では15日間で28点，11月開封は50日間

に17点．12月開封は49日間で18点，111日間

で55点の低下にすぎず，7月開封利用のサイレージ

の悪変が最も早く，ついで4月，11月開封の順で，

12月開封利用は品質の悪変が最もおそかった。これ

は開封利用期間中の気温が最も大きく影響していると

思われ，気温の高いほど品質の悪変が早かった0

開封利用期間中の平均気温（半句別）は第1回のと

おりで，7月開封時が童も高く22℃以上，4月開封

は8～15℃の範臥11月開封では0－5℃，12

月の開封では19半句以降は時期的に4月となったの

でやや高温となり10℃以上に達したが，18半句ま

では2℃を越えることがなく大部分は0℃以下であっ

た。したがって品質の悪変が少なかったものと考えら

れる。
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第1図　開封利用期間中の気温（半句平均）

2　開封後の日数と品質変化の推定

開封時のサイレージの品質の良否や取出し鏡などに

ょって多少の差はあると思われるが，本試験の結果よ

り，サイレージの品質の評価で可（評点にして41点）

を利用可能の最低限界として，この点に達する日数

（利用可能日数）を推定した結果は第2図のとおりで

ある。

第2図　開封時期とサイレージの
品質変化の推定

4月中旬開封では，開封後気温が急激に上昇する時

期である。このため品質の悪変も早まるものと推定さ

れ，開封後の利用可能日数は大体50－40日の範囲

であろう。また，開封時の品質が88～90点の良質

なものであったとしても，利用可能日数が7～10日

延長されるにすぎず，大体58－50日の範囲と推定

される。

7月下旬に開封したものは，気温が最も高い時期な

ので品質の悪変も早く，利用日数は長くても18日内

外と思われる。

11月中旬のIj月封は5月末日ころまで，日数にして

約155日間は十分利用できる。

12月下旬用封のものは4月下旬まで利用できよう。

しかし，利用可能日数は約125日内外で，11月中旬

開封のものに比べ約10日ほど短い。これは4月にな

ると気温の上昇がはげしいので品質の忠変も早められ

るためである。このため1月，2月に用封したとして

も，5月まで利用することは気温の幽係上困難なもの

と推定される。

なお，コンクリート製のサイロなどは，スタックサ

イレージより気温の影響を受けることが少ないので，

品質の窓変がおそく利用可能日数は多少長くなるもの

と思われる。しかし，盛夏時に開封したものはとくに

サイレージが悪変しやすいので，サイレージによる通



東北　農　業　研　究　第141プー　（1975）　　　　　　　　　　　　251

年飼養体系とする場合いっそうの注意が必要であろう。

5　開封時期別適jE利用日数

サイ　レージの品質の悪変が一早かった4月と7月の開

封利用結果より，サイレージの品質が評価で可とたっ

た時期は，開封利用中の半句別平均気温の損算温度が

88～70℃に連したときであったことなどより，こ

れがサイレージの利用日数を規制する最も大きな要素

と考えられる（半句別平均気組としたのは，1［】ごと

の気温では年による差が大きく計画しにくいこと，ま

た，旬別平均気温をとった場合は日数が兵すぎ品質の

悪変速度に合致しないためである）。

第2表＋閏月障刷別適宜イ川日数（刺11）

開封時期別fl川H R数は次によって推定することがで

きる。

70℃÷半句数＝半句別平均気温の限界

70℃÷半句別平均気温三通正利用半句教（半句数

×5＝適正利用日放）となる。

いま，この半句別平均気温を基準として，厨川（盛

岡附近）における瀾封時期別の適正利用日数と，サイ

レージによる通年飼養のために必要とする貯蔵数（サ

イロ基数）を求めた結果は第2表のとおりである（4

月より開始したとして求めた）。

月　 別 旬 別 半 句 別 平 均 ′ふた■Ll 血 11・二∴＝空
利 絹 遜 jE

日　 数

l
月 別 fiJ別 半句 別 平 均 気 温 積 算 温 度

利用 適 正

日　 数

4
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前

後
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9 8
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後
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前
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1 4．4
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5．0

2，1

d
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4月開封のものは5月上旬までの約40日間（帯算

温度879℃）で利用が終わるていどのものとする0そ

の後は気温がなお上昇する時期であり適正利用日数も

短くなり，5月中旬～8月上旬の前半までの約25日・

占月上旬後半旬～6月下旬の前半旬までの20日間，

4月下旬の後半旬から9月上旬までは気温の最も高い

時期なので，利用日数はいっそう短くなって15日て

いどとなる。したがって，この期間中に必要なサイロ

数は5基である09月中旬の開封では若干気候が下降

するため，9月下旬までの20日は利用できる010月

はなお気温が下がるのでだいたい10月一杯（約50

日）は利用できよう。11月初めに開封したものは5月

末まで，日数にして約155日は十分利用することがで

きるので大量に貯蔵してもよい○

以上，サイレージによる通年飼養を実施する場合に

ぉけるサイ口数（貯蔵量は頭凱給与量によって異な

る）は，利用日数が15日ていどのもの5基・20日

内外のもの2基，25日，50日，40日で利用が終

ゎるていどのもの各々1基と，11月から5月までの

長期利用のもの1基の計11基にわけて貯蔵する必要

がある（ただし，サイレージの発酵日数として45日

内外の日数と利用日数さえ十分とれるときは，同一サ

イロを何度でも利用できるので，実際の基数はこれよ

り少なくてよい）。

なお，11月以降の用封のものは．気温的には4月

中旬まで利用できることになるが，利用期間が長く，

利用終期が気温の上昇期のときには，サイレージの悪

変が早い傾向を示し必ずしも漬算気温と一致しないよ

うで，この点今後さらに検討の要がある0

4　む　す　　ぴ

サイレージによる通年飼養においては，良品質でし

かも均一なものを給与できるか，否かがその成否を大

きく左右する。これがためには，ハーベストア‾のよ

ぅな気密サイロが設圧されることが最も望ましく問題

が少ないものと患われるが，設備などに多韻の費用を

要するので簡単に設置できない。したがって，現存の

ものを効率よく利用することと，よく地域別に気臥

サイロ型式などを考慮に入れ，開封時期別に適正な利

用日数，貯蔵法などを検討してから実施することが必

要である0

ビニール．バキューム・サイロによるサイレージ調製

橋本俊明・上野司郎
（青森県畜式）

1　ま　え　が　き

積雪寒冷地帯では，越冬飼料の確保がきわめて重要

であるが，多湿な気象条件下にある当地方では・良質

乾草の調掛こ多くを期待できない○そのため，良質サ

ィレージの大量調製技術の確立が急務とされている0

近年，簡易サイロの一型式として開発されたパ‾キ

ューム．ビニール・サイロは従来のスタック・サイロ

のように踏圧や重石を必要とせずサイロの密封状態も

よいため省力的で，良質なサイレージの大畠調製上

有望と考えられる。しかし，外気温の影響を受けやす

いことや密封方法が面倒であること，被覆資材が高く

っく等の問題があり，これらの点について昭和45年

より5年間検討を行なった。

2　材料の予乾と作業方法について

1　試験方法

供試牧草はチモシー単播2番草で供試サイロは．市

坂のワトソ容バキューム・ビニール・サイロを用いた0

詰込月日は9月4日と5日の両日に，開封は12月8

日に各地理一斉に開封した。処理としては水分70痴

バラ軌水分d O痴パラ軌　水分50喀梱包，水が0

多梱包の4地理で行なった。水分70痴パラ横は7レ

ル型ハーベスタ（ファーガソソ7dO）でトラックの伴

走により刈取り，吹上げで直ちに詰め込んだ0水分占0

喀パラ掛はフレルモーア（ヘイタイマー）で刈り取り，

圃場で予乾後プレル型ハーベスターで伴走のトラック

に吹き上げて詰め込んだ。梱包処理区はプレルモ‾ア

で刈り取り，予乾後タイトベラー（77－ガソソ705）

で梱包し人力でトラックに積み上げ，運搬して詰め込

んだ。

2　試験結果

各作業体系でサイレージ調製を行なった結果，原料

1トン当りの調製時間は70痴′ミラ贋で48分54秒

と最も少なく，次いで50喀梱包，50喀梱包．d n

多バラ積の順であった（第1表）。




